
【
問
】
本
市
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
、
東
日
本
大
震
災
発

生
前
の
平
成
17
年
に
作
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
被
害

想
定
は
、
昨
年
８
月
の
国
の
中

央
防
災
会
議
や
今
年
６
月
の
府

の
防
災
会
議
で
発
表
さ
れ
た
被

害
想
定
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
。

  

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
面
的

な
改
定
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

作
業
手
順
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
南
海
本
線
よ
り
海
側
の

町
会
、
自
治
会
、
事
業
所
を
11

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
実
施
し
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域

の
方
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】
現
在
、
津
波
避
難
ビ
ル

と
し
て
14
カ
所
が
指
定
さ
れ
て

い
る
。
収
容
人
数
や
水
・
毛
布

な
ど
の
備
蓄
、
ト
イ
レ
の
問
題

な
ど
の
対
応
が
で
き
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
避
難
ビ
ル
の
指
定

の
拡
大
に
つ
い
て
も
聞
き
た
い
。

【
答
】
収
容
人
数
は
、
想
定
さ

れ
る
避
難
困
難
者
数
を
上
回
っ

て
い
る
。

  

水
や
食
糧
、
し
尿
処
理
に
つ

い
て
は
、
一
時
的
緊
急
避
難
と

い
う
観
点
か
ら
現
時
点
で
は
対

応
し
て
い
な
い
。
今
後
、
保
管

場
所
の
確
保
や
協
定
締
結
者
と

の
協
議
を
含
め
検
討
す
る
。

  

指
定
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

配
置
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が

ら
、
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
企

業
ビ
ル
に
つ
い
て
も
指
定
し
て

い
き
た
い
。

下記の意見書を国会や関係各大臣に送付しました。

　国会において成立した「原発事故子ども・被災者支援法」は、

「支援対象地域」からの避難、居住、帰還といった選択を、被災

者がみずからの意思によって行うことができるよう、国が責任

を持って具体的な支援をしなければならないと定めている。

　また、具体的な支援策は、政府の定める「基本方針」による

ものとされている。しかし、現在でも基本方針の策定のめどは

明らかにされていない。

　岸和田市を含め、各地に避難されている方々は、様々な困難

を抱えており、国において速やかに下記事項を実施されるよう

強く要望する。

１．原発事故子ども・被災者支援法に基づく「基本方針」を策定し、

　各種の具体的施策の早期実現のために必要な予算措置を

　講ずること。特に、安定した住居の確保、子どもの定期

　的健康診断と医療費の減免、二重生活における移動交通

　費の支援は喫緊の課題として具体化すること。

２．地方自治体が行う関連施策に対しても国が支援を行う

　こと。

３．「基本方針」の策定と施策の具体化にあたっては、被災

　者の意見を十分に反映する措置をとること。

【
問
】
家
族
介
護
者
へ
の
支
援

が
必
要
で
あ
る
。
介
護
中
で
あ

る
こ
と
を
周
囲
に
表
示
す
る
介

護
マ
ー
ク
と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
の
両
制
度
を
併
用
し
て
は
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
】
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
や
介
護
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
な
ど
、
家
族
介
護
者
へ
の
支

援
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い

る
。
介
護
マ
ー
ク
の
普
及
に
つ

い
て
も
支
援
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
が
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
。

　

今
後
、
家
族
介
護
者
の
意
向

を
把
握
し
た
う
え
で
、
府
と
も

協
議
し
て
い
く
。

【
問
】
全
国
で
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、
子

育
て
す
る
う
え
で
困
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
お
金
が
か
か

る
と
い
う
回
答
が
圧
倒
的
に
多

い
。
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ

い
て
本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
今
後
、
国
が
取
り
組
む

無
償
化
に
向
け
た
環
境
整
備
や

財
源
確
保
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

【
問
】
保
育
所
の
待
機
児
童
ゼ

ロ
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

【
答
】
民
間
保
育
園
舎
の
建
て

替
え
や
大
規
模
改
修
の
際
に
は
、

定
員
拡
大
に
向
け
た
働
き
か
け

を
行
う
。
ま
た
、
保
育
所
入
所

定
員
の
弾
力
化
に
よ
る
拡
大
を

行
い
、
待
機
児
童
の
解
消
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
本
市
に
お
い
て
も
ス
ポ

ー
ツ
で
優
秀
な
成
果
を
上
げ
、

全
国
大
会
に
名
を
連
ね
る
ケ
ー

ス
も
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、

ス
ポ
ー
ツ
人
口
は
減
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
の
一
つ
に
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
不
足
が
あ
る
。
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
現
状
は
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
が
大
会
や
練
習
場
な
ど
の
確

保
に
苦
労
し
、
工
夫
し
て
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、
サ

ッ
カ
ー
な
ど
、
多
目
的
に
使
用

で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
必
要
と

考
え
る
。
用
地
確
保
や
財
政
面

の
課
題
も
あ
る
が
、
関
係
者
と

協
議
し
、
施
設
の
適
正
配
置
や

機
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
教
育
は
、
一
生
を
決
定

づ
け
る
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

た
だ
成
果
だ
け
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
努
力
し
苦
労
す
る
こ

と
は
、
精
神
的
に
も
鍛
え
ら
れ

人
間
形
成
に
も
つ
な
が
る
。

　
学
力
・
運
動
能
力
の
向
上
へ

の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

【
答
】
学
力
向
上
に
つ
い
て
は
、

学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
学

習
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
、
読

書
習
慣
を
つ
け
る
た
め
の
図
書

館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
全
小

学
校
に
派
遣
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
動
能
力
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
縄
跳
び
運
動
や
５

分
間
走
な
ど
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

「原発事故子ども・被災者支援法」に基づく

具体的施策の早期実施を求める意見書（要旨）

ー意見書を可決ー
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熱心に取り組むワークショップ

国や自治体がすすめる介護マーク

９
人
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問　

そ
の
３

西村　芳德 議員

巨大地震の発生に備え

想定を踏まえた対策を

岩﨑　雅秋 議員

介護者を温かく見守る

支援の充実を

松本　妙子 議員

多くの市民に

スポーツを楽しむ機会を


